
　
母
を
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に

迎
え
に
行

き
、
し
ば
ら

く
母
の
家
で
2
人
の
時
間
を
過

ご
す
。
着
替
え
を
終
え
母
を
寝

か
し
家
に
帰
る
道
、
今
ま
で
の

暑
さ
は
な
く
、
涼
し
く
な
っ
て

い
た
。夏
の
終
わ
り
、そ
し
て
秋

の
気
配
を
感
じ
る
夜
で
あ
る
▼

見
上
げ
て
み
る
と
、
満
月
で
は

な
い
が
大
き
な
月
が
浮
か
ん
で

い
た
。そ
の
月
を
見
な
が
ら
、

「
大
切
な
人
を
守
る
。そ
れ
は
、

い
つ
も
そ
ば
に
い
る
こ
と
？
　

い
つ
も
一
緒
に
寄
り
添
う
こ

と
？
　
大
切
な
人
は
、
近
く
に

い
な
け
れ
ば
守
れ
な
い
の
か
？

遠
く
に
い
て
は
守
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
か
？
」
と
フ
ッ
と
頭

に
浮
か
ん
だ
。
秋
の
気
配
の
せ

い
か
。新
型
コ
ロ
ナ
禍
、人
の
本

質
、
人
の
生
き
方
が
問
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
そ
の
本
質
が
良
く

も
悪
く
も
見
え
隠
れ
す
る
。
今

の
時
代
、
い
つ
ま
で
も
人
を
優

し
く
包
み
込
み
相
手
を
思
い
や

る
、
そ
ん
な
人
間
で
居
続
け
た

い
▼
国
や
自
治
体
も
同
じ
だ
。

国
や
自
治
体
の
出
す
政
策
に
、

国
や
自
治
体
の
本
質
、
真
の
姿

が
見
え
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の

本
質
が
問
わ
れ
て
く
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
国
や
自
治
体

が
苦
し
い
の
は
解
る
。
私
た
ち

も
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
国
民
や
市
民
に
寄
り
添

う
、
そ
し
て
す
べ
て
の
人
々
を

優
し
さ
で
包
み
込
む
。
そ
ん
な

国
や
自
治
体
で
い
て
ほ
し
い
▼

苦
し
い
時
ほ
ど
、
人
々
の
命
と

健
康
、
そ
し
て
生
活
を
守
る
社

会
保
障
の
充
実
に
向
け
て
の
政

策
転
換
に
舵
を
切
る
国
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
私
た
ち

は
、
そ
れ
を
求
め
る
運
動
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
治
）

新型コロナ

施
設
基
準
等
の
臨
時
的
取
扱
い
拡
大
へ

協
会
の
要
請
が
一
部
実
現

厚
労
省
が

　
事
務
連
絡
発
出

　
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

は
8
月
31
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
診
療

報
酬
上
の
臨
時
的
な
取
扱
い
に

つ
い
て
（
そ
の
26
）」
を
事
務

連
絡
。
施
設
基
準
等
の
臨
時
的

な
取
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
扱
い
を
整
理
し
た
上

で
、
対
象
と
な
る
保
険
医
療
機

関
の
拡
大
等
を
示
し
た
。

府
内
病
院
へ
の
調
査
に

基
づ
き
要
請

　
当
該
内
容
は
、
8
月
19
日
の

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
総

会
で
の
厚
労
省
に
よ
る
提
案
や

議
論
に
基
づ
く
も
の
で
、
小
塩

隆
士
会
長
預
か
り
に
な
っ
て
い

た
も
の
が
、
正
式
に
事
務
連
絡

さ
れ
た
も
の
。
協
会
は
府
内
病

院
を
対
象
に
実
施
し
た
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
施
設
基
準
管
理
へ
の
影

響
調
査
」
結
果
に
基
づ
き
、
加

藤
厚
労
大
臣
ら
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
施
設
基
準
の
特

例
拡
大
に
係
る
緊
急
要
請
」
を

提
出
し
て
い
た
（
本
紙
第
3
0

7
8
号
既
報
）
が
、
要
請
内
容

の
一
部
が
実
現
し
た
格
好
だ
。

従
前
の
臨
時
的
取
扱
い

を
整
理
し
対
策
追
加

　
当
該
事
務
連
絡
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
臨
時
的
な
取
扱
い
を
、

①
定
数
超
過
入
院
に
よ
る
減
額

措
置
を
適
用
し
な
い
②
月
平
均

夜
勤
時
間
数
に
つ
い
て
、
1
割

以
上
の
一
時
的
な
変
動
が
あ
っ

た
場
合
も
、
変
更
の
届
出
を
行

わ
な
く
て
も
よ
い
③
1
日
当
た

り
勤
務
す
る
看
護
師
お
よ
び
准

看
護
師
ま
た
は
看
護
補
助
者

（
看
護
要
員
）
の
数
、
看
護
要

員
の
数
と
入
院
患
者
の
比
率
、

看
護
師
お
よ
び
准
看
護
師
の
数

に
対
す
る
看
護
師
の
比
率
に
つ

い
て
、
1
割
以
上
の
一
時
的
な

変
動
が
あ
っ
た
場
合
も
、
変
更

の
届
出
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い

④
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
に
つ
い

て
、「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
へ
の
参
加

等
の
手
続
き
に
つ
い
て
」
に
規

定
す
る
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
へ
の

参
加
基
準
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
と
し
て
の
届
出
を
行
わ

な
く
て
も
よ
い
⑤
平
均
在
院
日

数
、
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必

要
度
、
在
宅
復
帰
率
、
医
療
区

分
2
ま
た
は
3
の
患
者
割
合
等

の
要
件
に
つ
い
て
、
当
該
要
件

を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合

も
、
変
更
の
届
出
を
行
わ
な
く

て
も
よ
い
―
の
五
つ
と
整
理
。

　
そ
の
対
象
と
な
る
保
険
医
療

機
関
等
を
、
ア
）
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
等
を
受

け
入
れ
た
保
険
医
療
機
関
等
、

イ
）
ア
に
該
当
す
る
医
療
機
関

等
に
職
員
を
派
遣
し
た
保
険
医

療
機
関
等
、
ウ
）
学
校
等
の
臨

時
休
業
に
伴
い
、
職
員
の
勤
務

が
困
難
と
な
っ
た
保
険
医
療
機

関
等
、
エ
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
ま
た
は

濃
厚
接
触
者
と
な
り
出
勤
が
で

き
な
い
職
員
が
在
籍
す
る
保
険

医
療
機
関
等
―
と
し
た
上
で
、

オ
）
緊
急
事
態
宣
言
に
お
い
て

緊
急
事
態
措
置
を
実
施
す
べ
き

と
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
は
、

区
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の

保
険
医
療
機
関
等
に
つ
い
て
、

当
該
臨
時
的
な
取
扱
い
の
対
象

と
す
る
、
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
⑥
対
象
医
療
機
関

等
に
該
当
す
る
場
合
は
、
手
術

の
実
績
件
数
等
の
患
者
お
よ
び

利
用
者
の
診
療
実
績
等
に
係
る

要
件
に
つ
い
て
、
基
本
診
療
料

お
よ
び
特
掲
診
療
料
の
施
設
基

準
等
通
知
に
お
け
る
当
該
要
件

を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合

も
、
変
更
の
届
出
を
行
わ
な
く

て
も
よ
い
、
と
し
た
上
で
、
対

象
医
療
機
関
等
に
該
当
す
る
期

間
に
つ
い
て
は
、
a
）
実
績
を

求
め
る
対
象
と
す
る
期
間
か
ら

控
除
し
た
上
で
、
控
除
し
た
期

間
と
同
等
の
期
間
を
遡
及
し
て

実
績
を
求
め
る
対
象
と
す
る
期

間
と
す
る
、
b
）
当
該
期
間
の

実
績
値
の
代
わ
り
に
、
実
績
を

求
め
る
対
象
と
す
る
期
間
か
ら

対
象
医
療
機
関
等
に
該
当
す
る

期
間
を
除
い
た
期
間
の
平
均
値

を
用
い
る
―
の
二
つ
の
取
扱
い

方
法
を
示
す
等
し
た
。

　
当
該
事
務
連
絡
に
つ
い
て
は

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら

せ
欄
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

参
照
さ
れ
た
い
。

　
約
20
年
前
に
導

入
さ
れ
た
電
子
カ

ル
テ
は
厚
生
労
働

省
に
よ
る
と
2
0

1
7
年
度
段
階

で
、
一
般
診
療
所

で
の
普
及
率
が
約
40
％
、
4
0

0
床
以
上
の
病
院
で
約
85
％
、

2
0
0
〜
3
9
9
床
の
病
院
で

約
65
％
、
2
0
0
床
未
満
の
病

院
で
約
37
％
と
な
っ
て
お
り
、

意
外
と
普
及
が
進
ん
で
い
な
い

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
（
厚
労

省
「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
等

の
普
及
状
況
の
推
移
」よ
り
）。

し
か
し
、
国
が
電
子
カ
ル
テ
の

普
及
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
、

新
規
診
療
所
開
設
に
あ
た
っ
て

は
電
子
カ
ル
テ
導
入
が
大
半
を

占
め
る
も
の
と
思
わ
れ
、
普
及

は
確
実
に
進
む
だ
ろ
う
。

　
電
子
カ
ル
テ
普
及
に
伴
い
、

使
用
時
の
患
者
間
違
い
な
ど

が
、
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

の
医
療
事
故
防
止
事
業
部
か
ら

報
告
さ
れ
て
い
る
。
1
例
目
は

小
児
科
病
棟
の
夜
間
入
院
時
の

も
の
で
、
Ａ
と
Ｂ
が
同
時
に
入

院
し
た
が
、
医
師
は
電
子
カ
ル

テ
の
患
者
氏
名
を
確
認
せ
ず
、

Ａ
の
注
射
処
方
を
Ｂ
の
画
面
で

入
力
し
た
。
病
棟
か
ら
Ａ
の
処

方
が
な
い
と
連
絡
が
あ
り
、
医

師
は
入
力
内
容
が
登
録
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
思
い
、
Ａ
の
画

面
で
処
方
し
た
。
薬
剤
師
は
続

け
て
2
人
の
患
者
に
同
じ
処
方

を
指
示
さ
れ
た
こ
と
が
気
に
な

り
確
認
。
間
違
い
が
判
明
し

た
。
2
例
目
は
手
術
室
で
、
患

者
Ｃ
の
Ｒ
Ｂ
Ｃ
を
輸
血
部
に

オ
ー
ダ
ー
す
る
際
、
電
子
カ
ル

テ
は
1
件
前
の
手
術
患
者
Ｄ
の

画
面
だ
っ
た
。
医
師
は
患
者
氏

名
を
確
認
せ
ず
そ
の
ま
ま
オ
ー

ダ
ー
。
輸
血
部
よ
り
患
者
Ｃ
に

対
す
る
異
形
の
Ｒ
Ｂ
Ｃ
が
手
術

室
へ
払
い
出
さ
れ
た
。
ま
た
同

じ
原
因
で
、
他
の
患
者
デ
ー
タ

の
眼
内
レ
ン
ズ
を
使
い
手
術
。

9
日
後
に
判
明
し
、
緊
急
で
再

手
術
し
た
例
。
1
年
2
カ
月
に

わ
た
り
効
果
の
な
い
抗
が
ん
剤

を
投
与
し
続
け
た
例
。
両
側
人

工
膝
関
節
置
換
術
直
後
に
不
要

な
関
節
内
注
射
を
行
っ
た
例
な

ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
1
例

目
な
ど
は
、
不
必
要
な
薬
剤
が

2
歳
児
の
量
で
0
歳
児
に
投
与

さ
れ
て
か
ら
間
違
い
に
気
づ
い

て
い
る
。
薬
剤
に
よ
っ
て
は
重

大
な
医
療
事
故
に
繋
が
り
か
ね

な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
実
際
我
々
は
外
来
診
療
で
、

他
の
患
者
の
処
方
が
紛
れ
込
み

死
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
を
経
験
し

て
い
る
。
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
が
報
告
し
て
い
る
ケ
ー
ス

は
病
院
の
場
合
だ
が
、
診
療
所

で
も
同
様
の
電
子
カ
ル
テ
使
用

時
の
患
者
間
違
い
が
発
生
し
て

い
る
。
電
子
カ
ル
テ
は
紙
カ
ル

テ
に
比
べ
、
デ
ー
タ
の
統
合
に

よ
る
効
率
化
な
ど
、
多
く
の
利

点
が
あ
る
が
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
作
業
を
行
え
る
こ
と
が
基
本

的
な
確
認
を
失
念
す
る
傾
向
を

生
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　
基
本
的
な
確
認
を
怠
っ
た
結

果
、
重
大
な
事
故
を
招
く
こ
と

は
、
医
療
事
故
の
典
型
的
な

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
患
者
の
取
り

違
い
事
故
か
ら
医
療
安
全
の
機

運
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
が
進

ん
で
も
、
最
後
は
人
が
し
っ
か

り
確
認
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

基
本
事
項
は
徹
底
確
認
を

電
子
カ
ル
テ
に
よ
る
医
療
事
故
に
注
意

　

会
員
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
随
筆（
8
0
0
字
程
度
）、
写
真
、

絵
、
短
歌
、
詩
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で

す
。
些
少
な
が
ら
お
礼
あ
り
！　
多
く
の

先
生
方
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
締
切
は
11
月
20
日（
金
）。

新春特集号への
会員の投稿募集

京都市の公衆衛生行政充実を
求めるシンポジウム

　新型コロナ感染症が猛威を振るう現在、その最前線で保健所の
奮闘が続いています。保健所自体や人員削減の影響など、業務が
逼迫する中で踏みとどまっているのはただただ現場の奮闘です。
このような体制で京都市民の健康は本当に守れるのでしょうか。
京都市の公衆衛生行政の在り方について、シンポジウムで皆さん
と考えたいと思います。

日　時 11 月 1 日（日）午後1時30分 ～ 4時
場　所 京都市男女共同参画センター　ウィングス京都 ホール
定　員 140人（申込制）
主　催 公衆衛生行政の充実を求める京都市実行委員会

＜主な予定＞
京都市の保健所、保健センターを訪問しての聞き取り調査／
市民アンケート結果の報告／提言案の発表／会場とのディス
カッション

基調
講演　「市民の権利としての公衆衛生の再生へ」

岡﨑 祐司氏（佛教大学教授）

2 0 2 0 年 (令和 2年) 9 月 2 5 日 第 3 0 8 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

最
新
の
適
時
調
査
対
策
な
ど
で
セ
ミ
ナ
ー
開
く 

（
2
面
）

近
ブ
ロ
、
個
別
指
導
等
で
要
望 

（
3
面
）

政
策

解
説
・
イ
ン
フ
ル
に
備
え
新
型
コ
ロ
ナ
体
制
整
備
へ 

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
要
望
は
、
①
妊
婦
・
産
婦
・

褥
婦
に
対
す
る
、
自
己
負
担
金

無
料
・
所
得
制
限
な
し
・
現
物

給
付
の
福
祉
医
療
制
度
の
新
設

②
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
医

療
助
成
制
度
（
法
別
43
）・
重

度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事

業
の
対
象
を
「
内
部
機
能
の
障

害
」
で
身
体
障
害
者
手
帳
3
級

の
交
付
を
受
け
た
患
者
ま
で
拡

充
③
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

制
度
（
法
別
45
）
の
入
院
外
医

療
の
自
己
負
担
金
を
中
学
校
卒

業
ま
で
無
料
（
ま
た
は
2
0
0

円
限
度
）
に
、
中
学
校
卒
業
ま

で
無
料
が
す
ぐ
に
無
理
な
場
合

並
の
金
額
（
2
5
0
0
円
）
ま

で
助
成
（
患
者
へ
還
付
）―
の

5
点
。

　
協
会
は
同
様
の
要
望
に
つ
い

て
、
定
期
的
に
府
と
懇
談
の
場

を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。
と

り
わ
け
20
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
、
元
々
高
リ
ス
ク
の
人
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
福
祉

医
療
制
度
の
充
実
は
、
お
金
の

問
題
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
府
は
、
20
年
度
で
は
福
祉
医

療
制
度
に
府
の
予
算
か
ら
70
億

円
超
を
措
置
し
、
何
と
か
今
の

制
度
を
維
持
し
て
い
る
と
説

明
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
福
祉

医
療
は
大
事
な
制
度
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
何
と
か
現
状
制

度
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
重

ね
て
強
調
し
た
。

　
子
育
て
の
支
援
に
つ
い
て
は

府
知
事
の
「
子
育
て
環
境
日
本

一
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
月
3
0
0
0
円

上
限
だ
っ
た
中
学
校
卒
業
ま
で

の
入
院
外
医
療
の
自
己
負
担
金

を
、
19
年
9
月
よ
り
月
1
5
0

0
円
上
限
へ
拡
充
し
た
と
述
べ

た
。
一
方
で
、
制
度
の
新
設
・

さ
ら
な
る
拡
充
に
は
安
定
的
な

財
源
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
府

や
全
国
知
事
会
も
、
国
に
対
し

て
子
育
て
の
医
療
費
助
成
・
重

度
の
心
身
障
害
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
」
と
し
て
全
国
一
律
の
制

度
化
を
要
請
し
て
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
要
請
し

て
い
く
と
し
た
。

　
併
せ
て
、
市
町
村
に
と
っ
て

み
る
と
、
福
祉
医
療
制
度
は
地

方
単
独
の
事
業
と
な
り
、
国
か

ら
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担

を
減
額
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

課
せ
ら
れ
、
市
町
村
財
政
に
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
し
ま
う
面

も
あ
る
。
知
事
会
で
は
以
前
よ

り
こ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
全
廃

を
強
く
求
め
て
お
り
、
府
も
引

き
続
き
強
く
要
請
し
た
い
と
し

た
。

　
そ
の
他
、
①
に
つ
い
て
は
国

の
検
討
会
の
中
で
不
妊
治
療
の

保
険
適
用
や
支
援
拡
充
が
盛
り

込
ま
れ
た
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
国
の
動
き
を
注
視
し
て
い

き
た
い
、
④
⑤
に
つ
い
て
は
部

内
関
係
課
に
も
趣
旨
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
⑤
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
国
へ
も
要
望
し
て
い
き

た
い
、
と
し
た
。

　
協
会
は
、
京
都
府
の
福
祉
医
療
制
度
の
拡
充
を
求
め

て
、
8
月
5
日
に
府
と
懇
談
を
行
い
、
要
請
書
を
手
渡

し
た
。
懇
談
に
は
健
康
福
祉
部
医
療
保
険
政
策
課
の
安

原
孝
啓
課
長
と
、
同
課
の
あ
ん
し
ん
医
療
推
進
係
の
能

勢
弘
康
主
幹
兼
係
長
が
対
応
。
協
会
か
ら
は
植
田
良
樹

理
事
と
事
務
局
が
出
席
し
た
。
ま
た
、
同
内
容
で
府
議

会
に
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

　
協
会
は
8
月
25
、
26
日
の
両

日
、
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
病
院

幹
部
向
け
に
不
定
期
で
開
催
す

る
も
の
で
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
感
染
症

対
策
の
大
き
な
障
壁
と
な
っ

た
。
し
か
し
「
新
た
な
日
常
」

や
「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
い

う
言
葉
を
多
用
し
、
従
来
か
ら

の
医
療
政
策
を
達
成
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
今
こ
そ
構
造
改
革

で
弱
め
ら
れ
た
医
療
提
供
体
制

や
、
保
健
所
機
能
な
ど
公
衆
衛

生
行
政
の
再
生
が
必
要
と
解
説

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
は
7
月
16
日
、
厚
労
省
保
険
局
医
療
課
に
対

し
、
レ
セ
プ
ト
記
載
要
領
の
改
定
に
係
る
不
合
理
是
正
を
求
め
改
善
要
請
行
動
を
実

施
。
京
都
協
会
か
ら
事
務
局
1
人
を
参
加
さ
せ
た
。
厚
労
省
側
は
課
長
補
佐
2
人
、
主

査
3
人
が
対
応
し
た
。

簡
略
化
求
め
る
保
団
連

で
も
、
就
学
前
ま
で
の
入
院
外

医
療
の
自
己
負
担
金
は
2
0
0

円
限
度
に
④
2
0
1
7
年
12
月

末
ま
で
難
病
法
に
係
る
特
定
医

療
費
助
成
制
度
（
法
別
54
）
の

旧
実
施
機
関
番
号
「
5
0
1
」

に
該
当
し
て
い
た
が
2
0
1
8

年
1
月
か
ら
制
度
対
象
外
と

な
っ
た
患
者
が
（
法
別
54
）
と

同
様
の
一
部
負
担
金
で
受
診
で

き
る
よ
う
、
福
祉
医
療
制
度
の

新
設
⑤
公
費
負
担
医
療
制
度
の

申
請
に
必
要
な
医
師
の
意
見

書
・
臨
床
調
査
票
の
作
成
費
用

を
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
Ｂ
0

0
9
診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
）

　
要
請
内
容
は
、
①
超
音
波
検

査
の
断
層
撮
影
法
の
「
そ
の
他

の
場
合
」
の
「
胸
腹
部
」
を
算

定
す
る
場
合
は
領
域
を
選
択
し

て
記
載
す
る
と
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
、
疑
い
病
名
が
記
載
さ

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
摘
要
欄

記
載
は
意
味
不
明
で
あ
る
こ
と

②
在
宅
医
療
、
特
に
往
診
、
訪

問
診
療
、
在
宅
時
医
学
総
合
管

理
料
の
算
定
日
情
報
が
入
力
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
実

施
年
月
日
の
記
載
が
求
め
ら
れ

て
お
り
重
複
し
て
い
る
こ
と
③

在
宅
患
者
訪
問
点
滴
注
射
管
理

指
導
料
算
定
時
の
注
射
薬
の
算

定
カ
所
に
つ
い
て
、
通
知
の
記

載
の
乱
れ
が
あ
り
混
乱
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
た
め
取
扱
い

を
徹
底
す
る
こ
と
―
等
18
項
目

に
及
ん
だ
。

　
こ
の
う
ち
、
明
ら
か
な
誤
り

の
指
摘
数
点
に
つ
い
て
厚
労
省

は
「
10
月
ま
で
に
訂
正
通
知
で

対
応
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
が
、
指
摘
し
た

①
に
つ
い
て
は
「
中
医
協
で
議

論
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
実
態
把

握
等
の
観
点
か
ら
必
要
」
と
回

答
。
②
③
に
つ
い
て
は
「
従
前

か
ら
記
載
要
領
で
求
め
て
い
る

も
の
に
コ
ー
ド
を
付
与
し
た
だ

け
だ
」
と
回
答
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
京
都
協
会
事

務
局
か
ら
特
に
②
に
つ
い
て
、

記
載
要
領
通
知
本
文
中
に
「
電

子
請
求
を
行
う
場
合
、『
摘
要
』

欄
に
算
定
日
を
記
録
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
点
数
に
つ
い
て

は
記
録
を
省
略
で
き
る
」
と
書

に
は
、
病
院
長
ら
医
師
4
人
を

含
む
48
人
が
参
加
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
同
様
の
内
容
で
両
日
と

も
2
回
、
合
計
4
回
開
催
し
1

回
の
参
加
者
を
少
数
に
抑
え
て

の
開
催
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
①

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
医
療

し
た
。

　
②
で
は
、
厚
労
省
の
事
務
連

絡
に
よ
り
、
20
年
度
の
適
時
調

査
は
緊
急
を
要
す
る
も
の
を
除

き
原
則
中
止
と
さ
れ
た
こ
と
。

20
年
度
診
療
報
酬
改
定
を
経

て
、
適
時
調
査
実
施
要
領
の
変

更
点
や
、
施
設
基
準
上
留
意
し

て
お
く
べ
き
改
定
点
等
、
適
時

調
査
が
再
開
さ
れ
た
際
に
特
に

気
を
付
け
て
お
く
べ
き
内
容
を

解
説
し
た
上
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を
受
入

れ
た
場
合
等
施
設
基
準
取
扱
い

の
特
例
の
拡
大
や
重
症
度
、
医

療
・
看
護
必
要
度
に
係
る
施
設

基
準
等
20
年
度
改
定
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
経
過
措
置
の
延
長
に

向
け
て
の
動
き
等
を
紹
介
し

た
。　

　
協
会
で
は
今
後
も
時
宜
に
応

じ
た
テ
ー
マ
で
幹
部
職
員
向
け

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
く
の

で
、
そ
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

感染防止対策で講師前にもアクリル板を設置

か
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
矛
盾
す

る
た
め
重
ね
て
簡
略
化
を
求
め

た
。
③
に
つ
い
て
も
、
レ
セ
プ

ト
「
⑭
在
宅
」
欄
で
請
求
で
き

る
注
射
薬
よ
り
も
、
在
宅
患
者

訪
問
点
滴
注
射
管
理
指
導
料
を

用
い
て
「
㉚
注
射
」
欄
で
請
求

で
き
る
注
射
薬
の
範
囲
の

方
が
広
い
た
め
、
誤
解
が

生
じ
な
い
通
知
と
す
る
こ

と
を
求
め
た
。

　
な
お
、
要
請
終
了
間
際

こ
の
機
を
捉
え
、
京
都
協

会
事
務
局
か
ら
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、

強
化
型
・
連
携
型
の
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
の
施
設

基
準
に
お
け
る
月
1
回
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い

て
、
電
子
通
信
機
器
を
用

い
て
も
良
い
と
す
る
解
釈

が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
会

員
が
困
っ
て
い
る
」
こ
と
を
訴

え
、
改
善
を
求
め
た
。
厚
労
省

側
は
「
意
見
は
承
っ
た
」
と
述

べ
た
が
、
い
ま
だ
改
善
す
る
解

釈
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

引
き
続
き
改
善
を
求
め
た
い
。

政
策
と
、
②
20
年
度

改
定
を
経
て
の
最
新

適
時
調
査
対
策
―
中

断
状
況
を
含
め
て
―

を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
た
。

　
①
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
背
景
に
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

あ
る
と
し
た
上
で
、

医
療
費
の
抑
制
や
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
市
場
化
と
い
っ
た

「
構
造
改
革
」
政
治

コ
ロ
ナ
禍
の
中
だ
か
ら
こ
そ
充
実
を

医療政策セミナー開く
見直しが迫られる
 医療政策などをテーマに

福
祉
医
療
制
度
拡
充
求
め
京
都
府
と
懇
談

病院幹部向け

レ
セ
プ
ト
記
載
要
領
の
不
合
理
是
正
を

 

保
団
連
が
厚
生
労
働
省
に
改
善
要
請
診療報酬改定

在宅医療点数の改定点や算定にあたっての留意点を分かりやすく解説！

「在宅医療点数」説明会

　往診と訪問診療の違いや在宅時医学総合管理料、在宅療養支援診療所といっ
た保険講習会Ｃ「在宅医療点数の基礎知識」で解説している基礎的な内容につい
てはご理解いただいていることを前提とした説明会です。その上で、改定のポイン
トや事例を交えた算定の留意点などを解説します。内容は、４日程とも同じです。

　保険講習会Ｃ「在宅医療点数の基礎知識」と、京都市内で開催する11月11日～14日の内容を組
み合わせた内容となります。ぜひご参加下さい。現地開催は、感染防止対策をとった上で定員を南
部16人、北部30人に制限します。

※ 参加ご希望の方は、グリーンペーパーNo.289（9月25日発行）のP.65にある「参加申込書」
にご記入の上、京都府保険医協会まで FAX 075-212-0707 して下さい。申込締切は各説明会
開催日の 3 日前です。

テキスト
『在宅医療点数の手引』
2020年度改定版（4,000円）
※希望者への有料販売
参加費　無料

1. 京都市会場 午後２時～４時30分

2. 南部・北部会場 午後２時～４時30分
（1）木津川市会場 （定員16人）

開催日　11月18日（水）
場　所　 木津川市中央交流会館 

「いずみホール」 2 階会議室
共　催　（一社）相楽医師会

（2）福知山市会場 （定員30人）
開催日　11月28日（土）
場　所　 福知山医師会館 2 階講堂
共　催　（一社）福知山医師会 （予定）

場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
 （Zoom併用、現地参加定員20人）
開催日

10月上旬
発行予定【 1 回目】11月11日（水）　 【 2 回目】11月12日（木）

【 3 回目】11月13日（金）　 【 4 回目】11月14日（土）
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要
望
項
目
は
①
20
年
度
に
お

い
て
、
す
で
に
事
務
連
絡
で
中

止
が
通
知
さ
れ
て
い
る
集
団
的

個
別
指
導
だ
け
で
な
く
、
高
点

数
を
選
定
理
由
と
し
た
都
道
府

県
個
別
指
導
の
実
施
を
中
止
す

る
こ
と
。
共
同
指
導
・
特
定
共

同
指
導
の
中
止
を
厚
生
労
働
省

へ
具
申
す
る
こ
と
②
新
規
開
業

医
に
対
す
る
集
団
指
導
に
つ
い

て
、
資
料
を
送
付
す
る
だ
け
で

な
く
、
教
育
的
な
観
点
か
ら
よ

り
懇
切
丁
寧
な
対
応
を
図
る
よ

う
努
め
、
情
報
通
信
機
器
を
用

い
た
講
習
会
等
の
実
施
を
検
討

す
る
こ
と
③
保
険
診
療
お
よ
び

診
療
報
酬
請
求
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
教
育
的
な
観
点
か
ら
実

施
の
必
要
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
新
規
個
別
指
導
は
「
三
つ

の
密
」
が
生
じ
な
い
形
で
実
施

す
る
こ
と
。
集
団
指
導
が
開
催

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
理
由
で

受
講
で
き
て
い
な
い
新
規
開
業

医
等
が
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

教
育
的
指
導
に
徹
し
、
従
来
で

あ
れ
ば
自
主
返
還
を
求
め
る
よ

う
な
事
例
を
含
め
、
自
主
返
還

を
求
め
な
い
こ
と
―
の
3
点
。

　
こ
れ
に
対
し
て
7
月
31
日
付

近
畿
厚
生
局
医
療
課
か
ら
、

「
20
年
度
は
7
月
2
日
付
事
務

連
絡
『
緊
急
事
態
宣
言
解
除
に

伴
う
指
導
・
監
査
の
取
扱
い
に

つ
い
て
』（『
グ
リ
ー
ン
ペ
ー

パ
ー
No.
2
8
7
』
7
月
25
日
発

行
既
報
）
に
基
づ
き
実
施
す

る
。
ま
た
、
実
施
に
当
た
り
、

感
染
拡
大
防
止
に
十
分
な
対
策

を
講
じ
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
地
域
の
実
情
や
関
係
団

体
の
意
見
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、

実
施
の
方
法
お
よ
び
実
施
の
可

否
を
慎
重
に
判
断
し
た
い
。
要

望
事
項
に
つ
い
て
は
、
厚
労
省

保
険
局
医
療
課
に
報
告
す
る
」

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
協
会
は
、
役
員
・
事
務
局
を

対
象
に
9
月
6
日
、
学
習
会
を

開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
一

気
に
普
及
し
た
ウ
ェ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
で
あ
る Z

oom

 

の
利

用
方
法
を
講
習
し
た
後
、
新
型

コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
今
後
の
医

療
・
社
会
保
障
制
度
と
感
染
症

対
策
の
在
り
方
を
議
論
。
続
い

て
、
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属

病
院
感
染
制
御
・
検
査
医
学
教

室
准
教
授
（
病
院
教
授
）
の
藤

田
直
久
氏
を
講
師
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 C

o-
ronavirus disease 2019

わ
か
っ
て
い
る
こ
と　
わ
か
っ

て
ほ
し
い
こ
と
」
と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
し
た
。

　
藤
田
氏
は
、
ま
ず
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

を
振
り
返
り
、
医
療
従
事
者
の

感
染
が
大
変
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
感
染
対
策
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
解
説
。
ラ
ン
セ
ッ
ト
に

掲
載
さ
れ
た
感
染
予
防
の
実
験

デ
ー
タ
を
紹
介
し
つ
つ
、
マ
ス

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
時
に
お
い
て
も
、
難

病
患
者
の
医
療
機
関
へ
の
受
診

は
必
要
不
可
欠
だ
。
一
方
で
、

難
病
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
り
患
し
た
場
合
、
重
症
化
す

る
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

京
都
難
病
連
と
協
会
は
、
連
名

で
難
病
患
者
対
象
の
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
（
6
月
29
日
〜
7
月
15

日
実
施
）
を
実
施
。
重
症
化
に

対
す
る
多
く
の
不
安
の
声
が
寄

ク
、
手
袋
、
ガ
ウ
ン
な
ど
の
装

着
や
手
洗
い
が
必
須
で
あ
る
こ

と
。
何
よ
り
脱
ぎ
方
が
大
変
重

要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
新
型
コ
ロ
ナ
の

大
き
な
違
い
は
二
次
感
染
が
発

生
す
る
時
期
で
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は

発
症
後
か
ら
二
次
感
染
が
発
生

し
、
10
日
目
あ
た
り
で
ウ
イ
ル

ス
量
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
一

方
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
発
症
前
か

ら
発
症
後
4
日
目
あ
た
り
で

ピ
ー
ク
と
な
る
。
初
発
患
者
の

発
症
前
に
感
染
し
て
い
る
二
次

感
染
者
は
全
体
の
44
％
に
の
ぼ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
と
し
、
こ

こ
に
疫
学
調
査
の
難
し
さ
が
あ

る
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
風
邪
の
ウ

イ
ル
ス
で
あ
る
一
般
的
な
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
、
最
近
の
報
告
で

は
抗
体
が
な
く
て
も
実
は
細
胞

性
免
疫
の
Ｔ
細
胞
が
記
憶
し
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
、
特
殊
型
と
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
の
重
症
化
と
も
絡
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
と
す
る
報
告
が

あ
る
と
紹
介
し
た
。

　
診
断
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
現
状

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

だ
が
、
熟
練
し
た
遺
伝
子
抽
出

技
術
が
必
要
。
現
在
は
簡
易
法

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
感
度
の

問
題
が
あ
る
と
し
た
。
一
番
良

い
の
は
検
体
を
放
り
込
め
ば
全

自
動
で
結
果
が
出
て
く
る
機
械

だ
が
、
い
か
ん
せ
ん
高
額
だ
と

課
題
を
述
べ
た
。

　
治
療
で
は
、
唯
一
保
険
適
用

さ
れ
て
い
る
の
が
レ
ム
デ
シ
ビ

ル
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
回

復
期
間
を
31
％
早
め
る
、
あ
る

い
は
死
亡
率
を
改
善
さ
せ
た
と

の
報
告
が
あ
る
。
一
方
で
、
肝

障
害
・
腎
障
害
・
皮
膚
障
害
な

ど
の
副
作
用
が
あ
り
、
注
意
し

て
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
述

べ
た
。
ま
た
、
デ
キ
サ
メ
サ
ゾ

ン
で
、
強
く
は
な
い
が
そ
れ
な

り
の
免
疫
抑
制
を
か
け
て
抗
炎

ト
で
は
、
多
く
の
人
が
外
出
、

特
に
公
共
交
通
機
関
で
の
通
院

に
不
安
を
持
っ
て
い
る
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、

難
病
患
者
の
通
院
に
か
か
る
移

送
費
の
助
成
を
要
請
。
医
療
機

関
へ
の
通
院
そ
の
も
の
へ
の
不

安
の
声
が
あ
る
こ
と
も
紹
介

し
、
協
会
が
従
前
よ
り
要
請
し

て
い
る
公
的
な
発
熱
外
来
の
設

置
を
求
め
た
。

　
ま
た
、「
持
病
に
対
す
る
リ
ス

ク
や
そ
れ
に
関
す
る
情
報
が
な

い
」「
自
治
体
の
対
応
が
見
え

な
い
」「
情
報
が
入
っ
て
こ
な

い
」
な
ど
、
情
報
不
足
に
よ
る

不
安
が
吐
露
さ
れ
て
い
た
と
説

明
。本
来
で
あ
れ
ば
、難
病
患
者

へ
の
情
報
発
信
な
ど
を
は
じ
め

と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
は
保
健
所
が

行
う
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の
間

の
国
の
政
策
に
お
い
て
徹
底
し

た
保
健
所
数
や
体
制
の
縮
小
が

実
施
さ
れ
る
中
、
保
健
所
の
人

員
不
足
や
機
能
の
弱
体
化
が
深

刻
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と

な
っ
た
と
し
、
人
員
の
確
保
を

は
じ
め
と
し
た
、
保
健
所
機
能

の
抜
本
的
な
強
化
を
求
め
た
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
へ
の
レ
ッ
テ
ル
張

り
や
差
別
、
阻
害
の
問
題
に
対

し
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
、「
安
心

し
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
、
医

療
を
受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
体

制
構
築
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
う
し
た
体
制
を
整
備
し
た
、

も
し
く
は
整
備
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
広
く
住
民
へ
届

く
よ
う
情
報
を
発
信
し
て
ほ
し

い
と
要
請
し
た
。

　
京
都
府
は
、
難
病
患
者
・
家

族
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て

良
く
理
解
で
き
る
と
し
、
特
に

保
健
所
機
能
に
つ
い
て
は
喫
緊

の
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
と

し
た
。
京
都
市
は
、
個
別
具
体

策
な
ど
引
き
続
き
相
談
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
回
答

し
た
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
を
含
む
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
井
含

む
）
の
9
協
会
は
7
月
17
日
、
近
畿
厚
生
局
長
、
同
指
導
総

括
管
理
官
、
同
医
療
課
長
に
宛
て
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
策
を
踏
ま
え
た
2
0
2
0
年
度
に
お

け
る
行
政
指
導
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

症
効
果
を
み
る
と
し
た
。
中
等

症
以
上
で
入
院
す
る
患
者
の
基

礎
疾
患
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
が

圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
肥
満

で
、
臨
床
経
過
に
つ
い
て
は
1

週
間
ほ
ど
で
治
癒
す
る
人
が
約

80
％
。
一
方
で
、
7
日
目
ぐ
ら

い
か
ら
症
状
が
悪
化
す
る
患
者

が
約
20
％
。
こ
の
う
ち
、
死
亡

者
は
約
10
％
だ
と
し
た
。

　
最
後
に
藤
田
氏
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は
チ
ー
ム
で

立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
潤
沢
な
医
療
資
源
、
人
材

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
た

と
え
人
工
呼
吸
器
が
80
台
あ
っ

て
も
、
動
か
せ
る
看
護
師
と
医

師
が
い
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
」
と
話
し
、
1
9
2
0
年
当

時
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
と
き
に

「
近
寄
る
な　
鼻
・
口
を
覆
え　

う
が
い
せ
よ
」
と
い
う
広
告
が

出
さ
れ
て
い
た
例
を
あ
げ
、

「
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
と
同
じ

こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
も
う
一

度
、
基
本
に
立
ち
返
る
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
」
と
し
た
。

せ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

京
都
難
病
連
と
協
会
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

の
難
病
患
者
へ
の
影
響
に
か
か

る
対
応
に
つ
い
て
の
要
望
」
を

と
り
ま
と
め
、
8
月
31
日
に
京

都
府
、
9
月
2
日
に
京
都
市
に

要
請
を
行
っ
た
。

　
京
都
府
は
健
康
福
祉

部
健
康
対
策
課
疾
病
対

策
係
主
幹
兼
係
長
の
小

寺
泰
二
氏
が
、
京
都
市

は
保
健
福
祉
局
障
害
保

健
福
祉
推
進
室
社
会
参

加
推
進
課
長
の
山
﨑
正

和
氏
、
同
室
担
当
係
長

の
門
脇
孝
徳
氏
が
対

応
。
京
都
難
病
連
か
ら

は
代
表
理
事
の
北
村
正

樹
氏
が
出
席
し
た
。

　
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

個
別
指
導
等
の
改
善
求
め

 
　
　 

近
畿
厚
生
局
へ
緊
急
要
望
を
提
出

保団連
近畿ブロック

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
の
不
安
大
き
く

 
難
病
患
者
の
通
院
移
送
費
な
ど
助
成
求
め
る

府
担
当
者
に
要
請
書
を
手
渡
す

京
都
難
病
連
・
北
村
代
表
理
事（
左
）

講
師
の
藤
田
氏

新型コロナの最前線学ぶ

役員・事務局学習会を開催

2 0 2 0 年 (令和 2年) 9 月 2 5 日 第 3 0 8 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

※ 加入申込ご希望の方はお申し出下さい。引受保険会社営業社員が、パンフレット等を
お届けいたします。

加入
資格

加入
口数

保険医年金
1.259％予定利率（最低保証利率）

2020年９月1日現在

加入申込
受付期間

※19年度配当実績：1.338％

 他の資金運用商品に比べても高水準を維持 ! 

9月1日～10月20日まで
※2021年 1 月 1 日付加入

（新規加入の場合40口上限まで可能）

月　払 1口 1 万円 30口限度 （月30万円）
一時払 1口50万円 毎回20口上限まで （1,000万円）

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

引受保険会社
大樹生命（幹事）・明治安田生命・富国生命・日本生命・太陽生命・第一生命

2020年 秋の
普及期間中

定
　
価 

1
1
0
0
0
円

京
都
協
会
会
員 

5
0
0
0
円

他
府
県
協
会
会
員 

7
0
0
0
円
各税込
送料別

医療安全研修
DVD partⅢ

シリーズ第 3 弾を発行

絶賛発売中!!



　厚生労働省の新型コロナウイルス感染症対策推進本
部が「次のインフルエンザ流行に備えた体制整備につ
いて」（事務連絡・20年９月４日）を発出。季節性イ
ンフルエンザ流行期を念頭に10月中旬までを目途とし
た体制整備を都道府県知事等に依頼した。
　地域の医療機関においては新型コロナウイルス感染
症の収束が見通せず、秋冬の新型インフルエンザ流行
が最大の不安材料となっている。事務連絡も述べるよ
うに「季節性インフルエンザとCOVID-19を臨床的
に鑑別することは困難である」ためである。
　2020年３月、日本医師会は感染防護具を用意できな
い医療機関に対し、インフルエンザの迅速診断検査を
せずに治療薬を処方するよう検討を求めている。だが
一方、一般社団法人日本感染症学会提言（20年８月３
日）は、「臨床診断のみでインフルエンザとして治療
を行う場合、COVID-19を見逃してしまうおそれ」
があるため、「原則としてCOVID-19の流行がみられ
る場合には、インフルエンザが強く疑われる場合を除
いて可及的に両方の検査を行うことを推奨」している。
　以上の事態を踏まえ本通知は、実際に季節性インフ
ルエンザと新型コロナウイルス感染症が同時流行する
危険性に備え、都道府県のイニシアチブで発熱患者等
の相談または診療・検査可能な医療機関の指定をはじ
めとした新たな体制構築を求めている。

新たに示された新型コロナ対応の体制
　感染拡大から今日までに地域で構築されてきた診
療・検査体制は、保健所等に設置された帰国者・接触
者相談センターと疑い患者の診療検査を担う帰国者・
接触者外来を中心としてきた。加えて京都府でも４月
29日から「京都府・医師会検査センター」（国の言う
ところの地域外来・検査センターの一形態）を設置し
PCR検査に対応、６月には府内の医療機関と府によ
る集合契約が交わされ唾液を検体とするPCR検査を
行っている。
　通知は現体制のままでの季節性インフルエンザ流行
対応の限界を超えるべく、「都道府県は、発熱患者等
が、帰国者・接触者相談センターを介することなく、
かかりつけ医等の地域で身近な医療機関等を相談・受
診し、必要に応じて検査を受けられる体制」を求める。

〈相談体制の整備〉
　発熱等の症状を生じた患者が、かかりつけ医等の地
域の身近な医療機関にまずは電話等で相談。相談を受
けた医療機関は自院も含め診療可能な医療機関を紹介
する。以上の相談体制を整備した医療機関を指定し、
速やかに増やす。
　構造的に動線確保が困難である等で診療・検査実施
が難しい医療機関も地域において患者の最初の連絡先
となる相談を適切かつ十分に対応できるようにする。

〈診療・検査医療機関（仮称）の指定〉
　既存の帰国者・接触者外来等も含め、発熱者等の診
療または検査を行う医療機関を新たに「診療・検査医
療機関（仮称）」として指定し、速やかに増やす。「診
療・検査医療機関（仮称）」は検査（検体採取）を地
域外来・検査センターに委託できる。
　ただし、相談から診療・検査までの一連の対応を一
つの医療機関で実施可能な体制が望ましい。

〈帰国者・接触者相談センターは受診・相談センター
（仮称）へ変更〉
　以上の体制整備により、発熱患者等は事前に帰国

者・接触者相談センターに相談せず、かかりつけ医等
の身近な医療機関に直接相談・受診することになるた
め、帰国者・接触者相談センターは帰国者・接触者外
来を案内する従前の役割を解消。住民が相談する医療
機関に困った場合の相談先として「受診・相談セン
ター（仮称）」として体制を維持・確保する。

体制整備に課題も多く
　以上が通知の示した新たな体制整備の概要である。
都道府県は医師会、病院団体等と連携し、10月中旬に
向け新たな体制整備を求められることになる。
　いくつかの懸念事項がある。
　一つは一般開業医が「診療・検査医療機関（仮称）」
の役割を担い得るか、という問題である。言うまでも
なく、インフルエンザウイルス抗原定性は鼻腔咽頭拭
い液採取を検体とする。そのため、これまで以上に感
染リスクが高まることになる。これに対し、厚生労働
省は９月15日に「令和２年度インフルエンザ流行期に
おける発熱外来診療体制確保支援補助金（インフルエ
ンザ流行期に備えた発熱患者の外来診療・検査体制確
保事業）の交付について」（厚生労働省発健0915第８
号）を都道府県宛てに発出。
　都道府県から「診療・検査医療機関（仮称）」の指
定を受けて、発熱患者等の診療を行うことを周知した
場合は、１日に約26万円を上限として補助金が交付さ
れる。「診療・検査医療機関（仮称）」に必要な個人防
護具は、国から配布する予定とされ、同時に市場購入
した検査キットの費用について補助を行うとされる。
　一方、相談体制については「受診・相談センター
（仮称）」１カ所あたり３医療機関までを対象に、発熱
患者等の土日祝日や夜間の電話相談業務を行う「発熱
患者の電話相談体制整備事業」についても最大100万
円まで補助金が交付される。
　これらの措置を受け、一般医療機関は発熱患者の診
療・検査に臨むかどうかを問われることとなる。これ
ら通知は、協会ホームページ等で周知を行う予定だ。
　二つめは情報公開である。通知は都道府県が地域の
医療機関に対し「診療・検査医療機関」や「検査セン

ター」の情報を共有しておくこと、20年10 月以降の
発熱患者等の医療機関の相談および受診方法を自治体
のホームページや機関紙等を用いて広く住民に周知す
ることを求めている。住民への周知にあたっては「診
療・検査医療機関（仮称）」も公開の対象なることは
当然であろう。通知は「公表する場合は」との書きぶ
りで「公表しないこと」も選択肢であるかのように書
いている。しかし発熱した場合の受診方法を明確に示
しておくことは住民の不安を軽減し、安心につながる
ことからリスクコミュニケーション上、当然である。
　これまでどこで受診できるか、検査を受けられるか
は、一貫して非公開とされてきた。今回の新たな体制
整備にあたり都道府県が公表に踏み切るかどうかは、
協会が〈第４次提言〉（20年８月17日）で指摘したよ
うに、「未曽有のパンデミックの渦中にあって、府民
の誰しもが感染症拡大予防に努め、なおかつ生きるた
めの日常生活を人間らしく生きるため」に「常に行政
が正しい情報を公開し、対話する」というリスクコ
ミュニケーション策を確立しうるかどうかが前提とな
るのではないか。

「公的発熱外来」設置も有効な対策
　協会はこれまで一貫して保健所を責任主体に「公的
発熱外来」を設置するよう提言している。それに対し
今回の通知は一般医療機関において最大限の対応を求
めるものとなっている。もちろん相談体制を整備した
医療機関となり、発熱患者の相談窓口として力を発揮
すること、診療・検査医療機関を担い得る医療機関に
は、十分な感染防御策と財政保障を行った上で活躍す
ることは否定すべきことではなく、財政措置も打ち出
されたことは評価できるだろう。だが行政が地区の医
師と調整・相談を積み重ねながら、公的発熱外来を相
談から検査までを一連のものとして実施できる機能を
共存して整備することは、引き続き有効な対策となり
得るのではないか。
　協会は会員の意見を伺いながら、取り急ぎ本通知に
対応する府・京都市への意見を取りまとめる作業を進
めたい。

政
策
解
説

厚労省、インフルエンザ流行に備え
新たな新型コロナの体制整備を通知

「次のインフルエンザ流行に備えた体制整備について」（厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部）より
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レ
セ
プ
ト
請
求
時
の
コ
ー
ド
入
力
に
つ
い
て

救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を
対　　　象：京都府保険医協会会員
 原則として取りに来ていただける方
期　　　間：10日間
 希望多数の場合、 早めにご返却いただくことがあります
貸出モデル：ＣＰＲ対応訓練用モデル（除細動器の貸出可）
申　　　込：京都府保険医協会事務局まで

貸
　
出
　
要
　
領

ＣＰＲ対応訓練用モデル

日　時 10月29日（木）午後 2 時～ 4 時
講　師 ㈱JAPAN・SIQ協会　川﨑 ゆかり氏
参加費 お一人1,000円（当日徴収）
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
協　賛 有限会社アミス
※ 接遇マナー研修会【中級】は開催未定ですが、次回中級にご参加希望の従業員の方は、過
去に初級受講済みの方を対象といたします。
※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、マスク着用、社会的距離を考慮するなど
の感染予防に努め開催いたします。

医院・診療所での接遇マナー研修会 初級

定員20人
要申込

（１医療機関２人まで）
※ 定員に達し次第、締め切ら
せていただきます。

　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりやすく・ためになると毎回好評
いただいている研修です。人気の研修会ですのでお早めにお申込み下さい。キャ
ンセルされる場合は、事前にご連絡下さい。

医事紛争事例集
医師が選んだ60事例

―― 明日は我が身
定価 3,000円
京都協会会員 1,000円
他府県協会会員 2,000円
※いずれも税込、送料別

京都クレジットサービ
ス㈱と提携している
ゴールドカードは、京
都府保険医協会の会員
は個人・家族・法人
カードとも年会費は永
久無料です。有利な特
典も備えております。
ぜひお申込みをご検討
下さい。

ＤＣゴールド
カード

貸出料：無料

年会費 永久無料

カードカードのご案内

　
Ｑ
、
10
月
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入
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が
必
要
に
な
る
が
、
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宅

点
数
に
つ
い
て
、
①
往
診
を

行
っ
た
場
合
は
、毎
回
、往
診
が

必
要
と
な
っ
た
理
由
を
レ
セ
プ

ト
に
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な
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い
け
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。
②
訪
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行
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必
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③
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か
。
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問
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と
同
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す
る
場
合
の
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事
故
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患
者
は
頚
椎
症
、
肩
関
節
周

囲
炎
の
た
め
、
本
件
医
療
機
関

で
頚
椎
間
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牽
引
（
牽
引
力
11

㎏
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10
分
間
）
を
受
け
た
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牽

引
終
了
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ら
せ
る
ブ
ザ
ー
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鳴
ら
ず
に
牽
引
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し
た
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物
理
療
法
助
手
が
患
者
に
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認
し
た
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訴
え
も
な
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っ
た
た
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そ
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ま
ま
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せ
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。
し
か
し
、
数
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後

に
患
者
か
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が
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痛
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な

り
、
手
の
痺
れ
等
が
発
症
し
、
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が
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な
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た
と
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療
機

　
医
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機
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下
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し
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機
器
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ザ
ー
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ザ
ー
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者
の
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体
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椎
捻
挫
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ら
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は
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え
に
く
い
。
牽
引
機
の
故

障
は
ブ
ザ
ー
の
み
で
他
の
機
能

は
正
常
で
あ
り
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通
常
の
使
用

関
に
連
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が
あ
っ
た
。

　
患
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は
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時
に
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に
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状
況
で
あ
れ
ば
、
頸
部
へ
の
衝

撃
は
生
じ
よ
う
が
な
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た
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患
者
の
訴
え
る
痺
れ
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と
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か
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た
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ま

た
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故
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な
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ら
に
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機
関
側
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ザ
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え
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と
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な
い
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一
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で
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具
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が
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が
熱
に
強
い
こ
と

な
ど
が
話
題
と
な
り
、
我
が
国
で

も
焦
げ
付
か
な
い
フ
ラ
イ
パ
ン
や

ス
キ
ー
板
へ
の
撥
水
加
工
が
人
気

と
な
り
、
大
量
に
市
場
に
流
通
し

た
。
同
時
に
い
か
な
る
火
災
に
も

対
応
で
き
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
を
含
む
泡
消
火
剤

が
開
発
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

出
撃
す
る
空
軍
基
地
や
戦
艦
の
泡

消
火
剤
と
し
て
導
入
さ
れ
、
我
が

国
で
も
空
港
や
港
湾
で
泡
消
火
剤

は
導
入
さ
れ
た
。
1
9
6
0
年
代

の
眩
し
い
ア
メ
リ
カ
を
実
現
し
た

便
利
な
生
活
用
品
や
軍
需
品
、
宇

宙
関
連
素
材
に
Ｐピ

ー
フ
ォ
ス

Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐピ

ー
フ
ォＦ

Ａ
Ｇ
Ｓ
（
元
の
旭
硝
子
）
な
ど
世

界
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

の
メ
ー
カ
ー
は
、
安
定
な
ゆ
え
に

生
態
系
で
も
分
解
さ
れ
ず
何
千
年

も
残
留
す
る
こ
と
に
懸
念
を
持
ち

始
め
た
。
し
か
し
、
3
Ｍ
は
「
人

体
に
検
出
さ
れ
る
高
濃
度
の
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
は
天
然
物
で
あ

る
」
と
い
う
論
文
を
サ
イ
エ
ン
ス

に
出
す
こ
と
で
、
つ
か
の
間
の
虚

構
の
安
寧
を
得
た
。

　
こ
の
論
文
の
誤
り
が
後
に
明
ら

か
と
な
り
、
2
0
0
0
年
前
後
に

な
る
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
の
汚
染
は
、
我
が
国
だ
け
で
な

く
、
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
本
書
は
、
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

の
う
ち
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
に
着
目
し
、
化
学
的
性
質
、

開
発
、
用
途
、
汚
染
の
実
態
、
健

康
被
害
の
過
去
の
事
例
と
と
も
に

現
在
進
行
中
の
健
康
影
響
を
報
告

し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
お
よ
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
近
年
発

が
ん
性
と
発
達
抑
制
の
健
康
影
響

が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
京

阪
神
に
は
、
世
界
の
主
要
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
ダ
イ
キ
ン
が
摂
津
市

に
存
在
し
、
我
々
京
阪
神
の
住
民

の
血
中
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
濃
度
は
、
2

0
0
0
年
初
頭
で
は
世
界
で
も
有

数
の
高
さ
で
あ
っ
た
。
国
内
で
の

比
較
で
は
現
在
も
高
濃
度
で
、
京

都
に
住
む
我
々
も
他
人
事
で
は
な

い
。

　
本
書
で
は
、
生
活
必
需
品
か
ら

軍
事
用
品
と
し
て
広
く
生
活
の
中

に
浸
透
し
た
歴
史
を
解
説
。
東

京
・
大
阪
・
沖
縄
の
3
県
の
事
例

を
線
で
結
ぶ
こ
と
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

お
よ
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
現
在
的
問
題

で
あ
る
米
軍
基
地
汚
染
と
企
業
公

害
を
明
快
に
説
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
特
に
日
米
安
保
の
地
位
協

定
と
国
の
不
作
為
を
厳
し
く
追
及

し
、
企
業
の
欺
瞞
を
余
す
こ
と
な

く
暴
い
て
い
る
。

 

（
右
京
・
小
泉 

昭
夫
）

化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
の
実
態
明
ら
か
に

関
西
一
円
で
は
高
濃
度
の
値
を
検
出

『永遠の化学物質
 ―水のPFAS汚染』
岩波ブックレット No.1030
本体価格 620円
著者　ジョン・ミッチェル
　　　小泉昭夫、島袋夏子
　訳　阿部小涼

Ｏ
Ａア

に
代
表
さ
れ
る

有
機
フ
ッ
素
化
合
物

は
必
須
の
化
学
製
品

で
あ
っ
た
。

　
80
年
代
に
な
り
、

化
学
物
質
に
よ
る
環

境
汚
染
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ

の
時
期
3
Ｍ
、
デ
ュ

ポ
ン
、
ダ
イ
キ
ン
、

2 0 2 0 年 (令和 2年) 9 月 2 5 日 第 3 0 8 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行



　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
以
下
、
回
リ
ハ
）
病
棟
へ

入
院
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省

が
定
め
る
疾
患
な
ど
の
条
件
や

入
院
期
間
が
あ
り
、
受
け
て
く

れ
る
転
院
先
と
の
調
整
が
厄
介

で
あ
る
。
私
の
よ
う
な
脳
血
管

疾
患
や
脊
髄
損
傷
な
ど
は
発
症

か
ら
2
カ
月
以
内
の
転
院
が
必

要
で
、
最
大
入
院
期
間
は
1
8

0
日
。
大
腿
骨
や
骨
盤
な
ど
の

損
傷
で
あ
れ
ば
、
転
院
は
発
症

か
ら
1
カ
月
以
内
で
、
最
大
90

日
の
入
院
期
間
だ（
当
時
）※
１
。

一
般
に
入
院
期
間
短
縮
が
病
院

の
課
題
に
な
っ
て
い
る
時
に
、

回
リ
ハ
は
最
大
1
8
0
日
と
長

期
入
院
が
可
能
で
、
し
っ
か
り

リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
で
き
る
制
度

と
し
て
画
期
的
だ
っ
た
。
京
都

も
こ
の
数
年
で
充
実
し
た
。

　
し
か
し
、
回
リ
ハ
病
棟
と
一

口
に
い
っ
て
も
、
看
護
師
や
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
人

数
、
1
日
に
提
供
で
き
る
リ
ハ

ビ
リ
の
単
位
数
・
種
類
、
重
症

患
者
の
割
合
、
在
宅
復
帰
率
な

ど
に
よ
っ
て
、
6
段
階
の
病
棟

基
準
に
分
類
さ
れ
、
入
院
料
6

の
1
6
4
7
点
か
ら
入
院
料
1

の
2
0
8
5
点（
当
時
）※
２
と

報
酬
も
変
わ
る
。
転
院
は
タ
イ

ミ
ン
グ
の
問
題
が
大
き
か
っ
た
。

　
私
の
場
合
は
、
娘
が
勤
務
し

て
い
る
大
阪
の
関
電
病
院
に
転

院
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

い
、
急
性
期
リ
ハ
を
少
し
早
め

て
、
8
月
半
ば
で
転
院
し
た
。

　
回
リ
ハ
で
は
、
自
宅
や
社
会

に
帰
っ
て
か
ら
の
生
活
を
少
し

で
も
元
に
近
い
状
態
に
戻
せ
る

よ
う
に
1
日
最
大
3
時
間
の
専

門
職
に
よ
る
リ
ハ
を
中
心
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
る
。
半
年

は
長
い
。
年
末
ま
で
に
は
帰
ら

ね
ば
、
と
思
っ
て
い
た
。

　
9
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療

が
目
指
さ
れ
、
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
理
学

療
法
士（
Ｐ
Ｔ
）、
作
業
療
法
士

（
Ｏ
Ｔ
）、言
語
聴
覚
士（
Ｓ
Ｔ
）、

看
護
補
助
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
た
ち
が
、
チ
ー
ム
を

組
ん
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

体
制
は
頼
も
し
い
。
介
助
法
を

共
有
す
る
た
め
、
ベ
ッ
ド
か
ら

車
椅
子
へ
移
動
す
る
時
の
立
ち

位
置
、
動
作
の
順
番
、
ト
イ
レ

介
助
も
、
便
器
に
向
か
っ
て
車

椅
子
を
何
度
の
位
置
に
止
め
る

か
、
等
々
検
討
の
上
写
真
に

撮
っ
て
パ
ネ
ル
に
し
て
貼
っ
て

く
れ
る
。
Ｏ
Ｔ
の
Ｍ
氏
の
仕
事

は
素
早
く
、
ス
タ
ッ
フ
は
パ
ネ

ル
通
り
に
指
示
を
共
有
し
、
大

事
な
基
本
動
作
の
確
認
が
行
わ

れ
、
私
は
ほ
っ
と
安
心
し
た
。

　
関
電
病
院
の
回
リ
ハ
病
棟
は

17
階
に
あ
り
、
真
ん
中
に
ス

タ
ッ
フ
ル
ー
ム
、
入
浴
、
ト
イ

レ
な
ど
の
諸
設
備
が
ま
と
め
ら

れ
、
そ
の
ま
わ
り
を
廊
下
が
ぐ

る
っ
と
回
っ
て
い
て
、
1
周
す

る
と
ち
ょ
う
ど
1
0
0
メ
ー
ト

ル
、
こ
の
目
安
は
歩
行
訓
練
時

に
大
い
に
役
立
っ
た
。
コ
ー

ナ
ー
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
広
い

ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
六
甲
山

の
山
並
み
、
瀬
戸
内
海
に
か
か

る
明
石
大
橋
、
東
の
方
に
は
生

駒
の
山
並
み
等
が
望
め
、
夏
の

終
わ
り
、秋
、冬
と
移
り
変
わ
る

景
色
を
堪
能
し
、
海
の
近
く
で

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
初
め
て
の
大
阪
暮
ら
し
の
緊

張
を
随
分
和
ら
げ
て
も
ら
っ
た
。

　
起
床
時
か
ら
就
寝
時
ま
で
の

間
、
食
事
や
着
替
え
、
入
浴
、

歯
磨
き
や
整
容
、
排
せ
つ
な
ど

日
常
的
な
動
作
も
含
め
た
生
活

全
体
を
リ
ハ
ビ
リ
と
と
ら
え
サ

ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
。
夜
間
排

泄
時
の
介
助
な
ど
も
含
め
、
24

時
間
、
見
守
り
重
視
の
手
厚
い

看
護
体
制
だ
っ
た
。
ナ
ー
ス

コ
ー
ル
を
押
す
と
待
た
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
安
心
だ
っ
た
。
朝

晩
、
時
間
が
あ
れ
ば
お
昼
ご
飯

を
食
べ
に
、
娘
が
顔
を
見
せ
て

く
れ
る
。
幸
せ
だ
っ
た
。

　
※
１
20
年
度
改
定
で
、
転
院
ま

で
の
期
間
制
限
は
な
く
な
っ
た
。

　
※
2
20
年
度
改
定
で
、
入
院
料

6
は
1
6
7
8
点
、
入
院
料
1
は
2

1
2
9
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
協
会
も
参
加
す
る
子
ど
も
医

療
京
都
ネ
ッ
ト
は
9
月
3
日
、

京
都
市
に
「
子
ど
も
施
策
に
係

る
財
政
目
的
の
見
直
し
を
し
な

い
よ
う
求
め
る
要
請
」
を
提
出

し
た
。
こ
れ
は
、
同
市
が
財
政

財政目的での見直ししないよう求める

京都市に子ども医療ネットが要請

の
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
の
認

識
か
ら
「
持
続
可
能
な
行
財
政

審
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
歳

入
・
歳
出
両
面
の
改
善
策
を
検

討
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
医
療

関
連
施
策
で
も
国
の
義
務
付
け

の
な
い
歳
出
と
し
て
、
学
童
う

歯
対
策
（
小
学
生
の
む
し
歯
治

療
無
料
）
や
子
ど
も
医
療
費
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
が
見

直
し
の
リ
ス
ト
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
行
っ
た
も
の
。

　
特
に
学
童
う
歯
対
策
は
、
他

政
令
市
に
は
例
が
な
い
う
え

に
、
む
し
歯
の
治
療
完
了
率
が

他
都
市
平
均
を
下
回
っ
て
い
る

と
し
て
見
直
し
を
強
く
迫
る
よ

う
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
昨
年
の
保
団
連

「
全
国
学
校
健
診
後
治
療
調
査
」

で
、
歯
科
健
診
に
お
い
て
要
受

診
と
さ
れ
た
57
％
が
未
受
診

で
、
全
国
の
3
割
近
く
の
学
校

に
口
腔
崩
壊
の
子
ど
も
た
ち
が

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
理

由
に
「
経
済
的
困
難
」「
共
働

き
」「
ひ
と
り
親
家
庭
」
な
ど

が
あ
り
、
家
庭
と
自
治
体
が
一

体
と
な
っ
た
対
策
が
求
め
ら

れ
、
大
切
な
時
期
の
口
腔
内
を

む
し
歯
か
ら
守
る
学
童
う
歯
対

策
は
、
継
続
す
べ
き
と
訴
え

た
。

　
一
方
で
、
子
ど
も
医
療
費
の

負
担
（
下
表
）
は
府
制
度
が
昨

年
拡
充
さ
れ
た
が
、
市
と
し
て

上
乗
せ
を
し
て
い
な
い
た
め
、

京
都
市
だ
け
通
院
2
0
0
円
の

対
象
が
2
歳
ま
で
に
と
ど
っ
て

い
る
。
9
月
か
ら
向
日
市
と
大

山
崎
町
が
制
度
拡
充
し
た
こ
と

で
、
府
内
一
遅
れ
た
水
準
が
い

よ
い
よ
際
立
っ
て
お
り
、
現
水

準
は
、
他
政
令
市
と
比
べ
て
も

誇
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
指

摘
。
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
苦
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
中
だ
か
ら

こ
そ
、
京
都
市
が
謳
う
「
子
育

て
環
境
日
本
一
」
を
、
本
当
の

意
味
で
実
現
す
る
よ
う
、
子
ど

も
医
療
費
の
義
務
教
育
ま
で
の

無
料
化
を
求
め
た
。

向
日
市
・
大
山
崎
町
・

京
丹
後
市
が
制
度
拡
充

　
向
日
市
と
大
山
崎
町
が
、
9

月
診
療
分
か
ら
通
院
の
助
成
を

拡
充
し
た
。
こ
れ
ま
で
小
学
生

ま
で
は
月
2
0
0
円
、
中
学
生

は
月
1
5
0
0
円
で
あ
っ
た
負

担
を
中
学
校
卒
業
ま
で
月
2
0

0
円
と
し
た
。

　
ま
た
、
京
丹
後
市
は
8
月
か

ら
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
大
学

生
等
を
助
成
対
象
に
拡
充
し

た
。
条
件
つ
き
な
が
ら
、
大
学

生
ま
で
対
象
を
拡
げ
た
の
は
府

内
初
と
な
る
。

京都府内の子どもの通院負担（2020年9月現在）

窓口負担がゼロ
＜中学生まで＞南山城村

＜18歳まで＞井手町・和束町・伊根町

中学生まで月200円負担
（１医療機関につき）

宮津市・綾部市・亀岡市・長岡京市・
向日市・大山崎町・宇治市・城陽市・
八幡市・京田辺市・木津川市・宇治田
原町・笠置町・精華町・与謝野町

＜さらに18歳まで償還で助成あり＞京
丹後市（市民税非課税世帯の大学生ま
で拡充）・京丹波町・南丹市・久御山町

日500円負担※（３歳～中学
生、２歳までは月200円負担）

※月1500円超額は償還

福知山市（ただし住民税非課税世帯の
中学生までの入院・通院とも自己負担
なし）

一部に月1500円負担

＜小学生まで200円、中学生1500円＞
舞鶴市

＜２歳まで200円、３歳以上1500円＞
京都市

　
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
は
8

月
23
日
、
目
加
田
説
子
氏
（
中

央
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
）

に
よ
る
講
演
「〝
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
〞

で
核
な
き
地
球
へ
」
を
大
阪
で

開
催
。
昨
年
京
都
で
開
催
し
た

第
30
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
で

扱
っ
た
金
融
機
関
に
核
関
連
企

業
へ
の
投
融
資
を
や

め
さ
せ
る
「D

on't 

B
ank on the 

Bom
b

」の
一
環
と

し
て
企
画
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
も
含
め

37
人
が
参
加
し
た
。

　
目
加
田
氏
は
、
非

人
道
兵
器
を
な
く
す

手
段
と
し
て
の
「
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
」
に
つ
い

て
解
説
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ

は
、
環
境
問
題
へ
の

意
識
の
高
ま
り
か
ら

2
0
0
6
年
に
国
連

が
提
唱
し
た
「
責
任

投
資
原
則
」
の
中
で
、
投
資
に

あ
た
っ
て
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

に
組
み
込
む
べ
き
と
さ
れ
た
環

境（environm
ent

）、社
会

（social

）、企
業
統
治
（go-

vernance

）の
3
課
題
。
こ

の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
世
界
に
広
が

り
、
環
境
破
壊
や
非
人
道
的
兵

器
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
当
事

者
企
業
だ
け
で
な
く
投
融
資
す

る
金
融
機
関
に
も
厳
し
い
目
が

注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
非
人
道
兵
器
に
つ
い
て
は

Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
通
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー

爆
弾
を
製
造
す
る
企
業
に
投
融

資
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

運
動
の
成
果
が
画
期
と
な
っ

た
。
こ
の
運
動
は
核
兵
器
製
造

に
つ
い
て
も
同
様
で
、
自
分
の

お
金
が
吟
味
せ
ず
に
使
わ
れ
て

い
な
い
か
、
行
動
を
起
こ
し
て

金
融
機
関
の
行
動
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
強
調
し
た
。

　
目
加
田
氏
は
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
、
何
が
人
の
生
命
や
財
産

を
奪
っ
て
い
る
の
か
見
つ
め
な

お
す
べ
き
と
強
調
。
米
・
中
・

ロ
は
か
つ
て
な
い
規
模
で
軍
事

費
支
出
を
増
や
し
て
お
り
、
日

本
も
武
器
に
多
額
を
つ
ぎ
込
ん

で
い
る
。
核
に
依
存
し
な
い
世

界
に
向
け
て
議
論
を
活
性
化
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
う

で
な
い
と
企
業
へ
の
圧
力
に
な

ら
な
い
と
し
た
。

　
ま
た
、
近
畿
反
核
医
師
懇
談

会
が
実
施
し
た
全
国
金
融
機
関

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
。
調

査
は
6
月
か
ら
8
月
に
か
け
て

行
い
、
銀
行
・
生
命
保
険
会
社

ら
2
0
0
社
に
公
開
質
問
状
を

送
付
し
、
期
日
ま
で
に
23
社
が

回
答
。
核
兵
器
関
連
の
製
造
に

か
か
わ
る
企
業
へ
の
投
融
資
に

関
し
て
、「
与
信
供
与
、
投
資

と
も
に
し
て
い
な
い
」
が
15

社
、「
融
資
は
核
兵
器
に
使
わ

れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で

与
信
供
与
、
投
資
は
問
題
な

い
」
が
3
社
、「
特
別
な
ポ
リ

シ
ー
は
な
い
」
が
1
社
で
あ
っ

た
。
同
会
は
、
回
答
内
容
を
精

査
し
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
回
答
の
な
か
っ
た

企
業
に
も
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
く
。

お知らせ・台風接近時など

暴風、暴風雪、または特別警
報が発令されている場合は、
協会主催会合が中止になる場
合があります。最新情報は協
会ホームページでご確認を。

た
だ
い
ま
、リ
ハ
ビ
リ
奮
戦
中

垣田 さち子
（西陣）

12

10月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日（木）９日（金）10日（土）

― ○ ○ ◎（※）

○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  
　　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（土）12日（月）12日（月）

オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
す
る
目
加
田
氏
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〝
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
〞で
核
な
き
地
球
へ

目
加
田
説
子
氏
が
講
演



新型コロナウイルスにかかる 支援金・慰労金   ご案内
京都府　新型コロナウイルス緊急包括支援事業（支援金・慰労金）

　問い合わせ先：慰労金・支援金コールセンター　☎075-708-7880
　　　　　　　　（受付時間　平日のみ・9：00～17：00）

https://www.pref.kyoto.jp/hofukuki/news/corona-irokin-shienkin.html

もれなく申請
しましょう！

支援金（新型コロナ緊急包括支援交付金）　　概算額で申請した場合、事後に実績報告が必要です。領収書等の証拠書類を保管しておいて下さい。

医 療 新型コロナ感染症の院内等での感染拡大を防ぐための取組を行う病院・診療所・薬局・訪問看護ステーション・助産所に
対して、感染拡大防止対策や診療体制確保などに要する費用を補助。各医療機関からの申請は１回限り（21年2月28日まで）。

対象　 新型コロナ感染症の院内等での感染拡大を防ぐための取組※を行う病院・診療所・薬局・訪問看護ステーション・助産所
※取組の例 ＊これに限られるものではありません
① 共通して触れる部分の定期的・頻
回な清拭・消毒などの環境整備

② 予約診療の拡大とその周知
③ 動線の確保やレイアウト変更、診
療順の工夫など

④ 電話等情報通信機器を用いた診療
体制等の確保
⑤ 感染防止のための個人防護具等の
確保
⑥ 医療従事者の感染拡大防止対策
（研修、健康管理等）

病院（医科、歯科） 200万円＋5万円×病床数

有床診療所（医科、歯科） 200万円

無床診療所（医科、歯科） 100万円

薬局、訪問看護ステーション、助産所 70万円

介 護
①感染症対策の支援

対象事業所 支援対象経費 助成上限額
令和２年４月１日以降、感染症対策を徹底
した上で、サービスを提供するために必要
なかかり増し経費が発生したすべての介護
サービス事業所・ 施設など

かかり増し経費
（例）感染症対策に要する物品購入、外部専門家等による研修実施、感染発生時
対応・衛生用品保管などに使える多機能型簡易居室の設置、感染防止のため発生
する追加的人件費、自転車・自動車の購入費用、ICT 機器の購入費用 など

サービス類型毎に設定
（例）通所介護（通常規模型）89.2万円、訪問
介護 53.4万円、特養 3.8万円×定員数

②介護サービス再開に向けた支援
１. 在宅サービス事業所による利用者への再開支援への助成 ２. 在宅サービス事業所における環境整備への助成

対象事業所 助 成 額 対象事業所 支援対象経費 助成上限額
令和２年４月１日以降、サービス利用
休止中の利用者への利用再開のための
支援を行った在宅サービス事業所

１利用者あたり
1,500円～6,000円

令和２年４月１日以降、感染
症防止のための環境整備を
行った在宅サービス事業所

「３つの密」を避けてサービス提供を行うために必要な環境整備に要する
以下のようなものの購入費用など
（例）長机、飛沫防止パネル、換気設備、自転車、ICT 機器、内装改修費 など

20万円

対象期間 2020年4月1日 ～ 21年3月31日 まで 申請期間※１ 2020年8月17日～ 21年2月28日 まで （概算請求可）
※１ 　実績報告において対象とならない経費が含まれていた場合など、概算で交付した額が交付すべき確定額を上回るときは、その上回る額を返還することになります。

慰労金（新型コロナ対応従事者慰労金）

医 療 対象者　 対象期間に医療機関に通算10日以上勤務した医療従事者や職員※１ ※１ 　医療機関等に直接雇用される職
員のほか、派遣労働者、業務委託
受託者の従事者を含む。

※２  　一日当たりの勤務時間は問いませ
んが、年次有給休暇や育休等、実
質勤務していない場合は、勤務日と
して算入しません。 

※２ 　複数の事業所で勤務した場合は
合算して計算します。 

※２ 　保険医療機関でない病院や診療
所、指定訪問看護事業者でない訪
問看護ステーションは対象外です。

※３ 　実際に新型コロナウイルス感染症
患者に初めて診療等行った日以降に
勤務していない場合には10万円。

※４ 　実際に新型コロナウイルス感染症
患者の入院患者を受け入れている
場合には20万円。

介 護 対象者　 対象期間に介護サービス事業所・施設に通算10日以上勤務し、利用者と接する職員

対象期間 2020年1月30日～ 20年6月30日 まで 申請期間 2020年8月17日～ 21年2月28日 まで

都道府県から役割を設定された医療機関等に勤務し患者と接する医療従事者や職員※２

実際に、新型コロナウイルス感染症患者に診療等を行った医療機関等である場合

上記以外の場合

その他病院、診療所、訪問看護ステーション、助産所に勤務し患者と接する医療従事者や職員※２

1人 20万円
※３

1人 10万円

1人   5万円

感染者が発生または濃厚接触者に対応した事業所に勤務し利用者と接する職員

その他の事業所で勤務し利用者と接する職員

1人 20万円

1人   5万円

●紙媒体の
　郵送先

医
　
療

紙媒体の郵送先

介
　
護

※４

本紙3081号で案内した慰労金の対
象期間に誤りがありました。お詫
びの上訂正し、再度ご案内します。

オンライン請求
システムで申請

WEB申請受付
システムで申請

電子媒体
（CD-R等）で申請 紙媒体で申請

原　則 オンライン請求シス
テム未導入の場合

インターネット環境
未対応の場合

電子媒体（CD-R等）に
よる提出が困難な場合

エクセルで申請書等を作成 紙媒体で申請書等を作成

＜申請方法の確認＞

⎭　　　　　　　　⎬　　　　　　　　⎫⎭　　⎬　　⎫

申請受付期間は、毎月15日から月末まで
・ 電子媒体や紙で提出する場合は、原則「郵送」とし、通常の診療報酬請
求には同封せずに単独で送付。その際、封筒の表面に「緊急包括支援交
付金申請書 在中」と朱書きする。
・ 電子媒体（ＣＤ等）による申請の場合は、診療報酬請求と混同しないよう、
申請書を同じ媒体に格納しないで下さい。また、郵送する際には、媒体
表面に分かりやすく申請の概要（※）を油性マジック等で明記して下さい。
※ 申請の概要：タイトルに「医療・感染拡大防止等支援事業」と記載。また、
「医療機関等コード」と「医療機関等名」を記載

　〒600-8411 京都市下京区烏丸通四条下る水銀屋町620番地COCON烏丸内
　京都府国民健康保険団体連合会 情報管理課 宛
　「緊急包括支援交付金申請書在中」　朱書き明記のこと
　◆郵送される場合の留意事項
　　・他の書類（診療報酬明細書、返却請求書等）を同封しないで下さい。

　〒600-8411 京都市下京区烏丸通四条下る水銀屋町620番地COCON烏丸内
　京都府国民健康保険団体連合会 介護保険課 宛
　「新型コロナ支援交付金（介護分）申請書在中」　朱書き明記のこと
　◆郵送される場合の留意事項
　　・他の書類（介護給付費に関する費用等の請求、却下願等）を同封しないで下さい。

申 請 方 法

Ⓒもへろん
不明な点があれば協会へご相談下さい。
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　感染拡大防止対策に要する費用に限られず、院内等での感染拡大を防ぎながら地域
で求められる医療を提供するための診療体制確保等に要する費用についても、幅広く
補助の対象となります。
　2020年４月１日から2021年３月31日までにかかる費用が対象となりますので、支出
済みの費用だけでなく、申請日以降に発生が見込まれる費用も合わせて、概算額で申
請することになります。概算額で申請した場合、事後に実績報告が必要となるため、

領収書等の証拠書類を保管しておいて下さい（実績報告の際に領収書等の証拠書類が
必要となります）。
　なお、実績報告において対象とならない経費が含まれていた場合など、概算で交付
した額が交付すべき確定額を上回るときは、その上回る額を返還することになります。
　京都府独自事業である「新型コロナウイルス感染症対策中小企業者等支援補助金」で申請
している感染防止対策等への補助金がある場合、重複して申請できませんのでご留意下さい。

〈モデル記入例〉

申請書等は京都府のホームページから
入手できます。

または７面のQRからお入り下さい。

京都府　慰労金・支援金

様式2-1 （「様式2-2」は、紙申請⽤であり、どちらか⼀⽅を提出）

助産所コードを有さない助産所は「9999999999」を⼊⼒してください

6 0 4 - 8 1 6 2

※ 原則として令和２年4⽉1⽇現在の医療法上の許可病床数

【新型コロナウイルス感染症に対応した感染拡⼤防⽌対策や診療体制確保等に要する費⽤】

事業実施計画書_医療機関・薬局等における感染拡⼤防⽌等⽀援事業

施設概要

医療機関等
コード（10桁） 1 2 3 8 9 0 施設名称 医療法人社団　京都医院

（⼊⼒形式） ⻄暦４桁 / ⽉ / ⽇  半⾓、スラッシュ区切り
（表⽰は、元号表⽰になります）

4 5 6 7

連絡先メールアドレス
〇〇〇医院 京都　太郎 075-212-8877 info@hokeni.jp

上記、「賃⾦・報酬」に従前から勤務している者及び通常の医療の提供を⾏う者
に係る⼈件費は含まれていない はい 従前から勤務している者及び通常の医療の提供を⾏う者に係る⼈件費は、本事業の

対象外ですので、ご確認ください。

はい

新型コロナウイルス感染症を疑う患者受⼊れのための救急・周産期・⼩児医療体制確保事業との重複について

0

使⽤料及び賃借料

需⽤費

役務費

備品購⼊費

委託料

旅費

ｃ_上記⽀出に対する本補助⾦以外の寄付⾦・その他の収⼊

500,000

0

0

0

0

0

補助⾦交付申請額（円）（aとdのいずれか少ない額)
（1000円未満切捨）

⽀出

b_合計⽀出予定額（総事業費）

所在地

施設類型及び許可病床数に間違いがない場合は、左の欄で「はい」を選択して下さい。
※間違いがあり本来の補助⾦額を超過して補助⾦が⽀払われた場合、超過分は返還対象となります。

許可病床数※

（病院のみ記載）

a_補助上限額（基準額）
（円）

施設類型（プルダウンから選択） 無床診療所（医科）

施設類型及び許可病床数に間違いがない はい

1,000,000

1,700,000

国保連合会に登録されている⼝座情報を本事業の振込に使⽤することに同意する

収⼊

500,000

0

700,000

賃⾦・報酬

謝⾦

会議費

1,700,000

事業費⽤

対象期間（令和２年４⽉１⽇から令和３年３⽉31⽇）に、⽀出が予定されている各科⽬の費⽤について概算額を、ご記載ください。
感染拡⼤防⽌対策に要する費⽤に限られず、院内等での感染拡⼤を防ぎながら地域で求められる医療を提供するための診療体制確保等に要する費⽤についても、幅広く補助の対象となり
ます。
※ 令和2年4⽉1⽇から令和3年3⽉31⽇までにかかる費⽤が対象となりますので、⽀出済みの費⽤だけでなく、申請⽇以降に発⽣が⾒込まれる費⽤も合わせて、概算額で申請することも可
能です。概算額で申請した場合、事後に実績報告が必要となるため、領収書等の証拠書類を保管しておいてください（実績報告の際に領収書等の証拠書類が必要となります）。なお、実
績報告において対象とならない経費が含まれていた場合など、概算で交付した額が交付すべき確定額を上回るときは、その上回る額を返還していただくこととなります。

京都府

d_合計⽀出予定額-収⼊予定額（円）（ｂ-ｃ）

 対象期間に⽀出が予定されている各科⽬の費⽤について、概算でご記載ください。
 各医療機関等からの申請は1回限りですので、対象となる可能性のある費⽤について、

漏れのないようご留意ください。

申請⽇ 令和2年9⽉10⽇

※なお、本事業実施のために新たに⼊⼿・共有された情報は本事業のみに⽤い、その他の⽬的で使⽤されることはありません。

はい国保連合会による当該⼝座の債権譲渡に関する確認結果が都道府県に共有される
ことに同意する

補助対象ではない債権譲渡先に補助⾦が渡ることを避けるため、国保連が保有している情報を⽤いて債権譲渡の有無に
関して確認を⾏います。補助⾦交付過程において、その確認結果を都道府県に共有する必要があります。

市区町村以降

京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637

連絡先
担当部署 担当者⽒名 連絡先電話番号

管理者職名 管理者⽒名

はい

「新型コロナウイルス感染症を疑う患者受⼊れのための救急・周産期・⼩児医療体制確保事業」の⽀援⾦の申請をし
ておらず、申請する予定もない

該当する場合は、「はい」を選択して下さい。
※本事業と左記事業の補助は、重複して受けられませんので、
 ご留意ください。

収⼊予定額（円）科⽬ ⽀出予定額（円）

はい

郵便番号

1,000,000

オンライン請求システム・WEB受付申請システム・電⼦媒体(CD-R）申請⽤

⼝座情報

国保連合会に登録されている⼝座は債権譲渡されていない
（助産所コードを有さない助産所は、「いいえ」を選択してください）

同意いただける場合は、「はい」を選択して下さい。

債権譲渡されていない場合は、「はい」を選択して下さい。債権譲渡されている場合は、国保連に登録されている⼝座への補助⾦の振
込ができませんので、債権譲渡されていない⼝座の情報を提出していただく必要があります。

京都 太郎院⻑

都道府県

提出用ファイル 出力

様式1

京都府知事　殿

京都府京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637

医療法人社団　京都医院

院長　京都　太郎

　標記について、次により交付金を交付されるよう関係書類を添えて申請する。

１　申　請　額

令和２年度新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金（医療機関・薬局等における感染拡大防
止等支援事業）の交付申請書

２　新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金（医療機関・薬局等における感染拡大防止等支
援事業）に関する事業実施計画書

令和2年9月10日

金1,000,000円

)円(額請申付交金助補号番話電地在所号番便郵称名設施
【都道府県記載欄】
補助金概算交付額(円)

事業計画書における
国保連取扱
不可事由

医療法人社団　京都医院 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 604-8162 京都府京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637 075-212-8877 1,000,000 1,000,000 無

様式3

申請概要_医療機関・薬局等における感染拡大防止等支援事業

医療機関等コード

申請書と事業実施計画書の作成マニュアル医療向けの支援金
を申請される方へ

様式１

様式２－１　（紙媒体の事業実施計画書は様式2－2になります）

様式３

出典：京都府ホームページ「新型コロナウイルス緊急包括支援事業（慰労金・支援金）について」より協会作成

問い合わせ先
京都府国民健康保険団体連合会

（受付時間　平日 9 :00～17:00）
◆ 電子媒体（CD－R等）又は紙の申請受付
に関すること
◆振込に関すること
　慰労金・支援金（医療）専用
　　　電話番号　075－354－9023
　慰労金・支援金（介護・障害）専用
　　　電話番号　075－354－9083

各対象科目に該当する費用の例
　あくまで例であり、感染拡大防止対策に要する費用に限られず、院内等での感染拡
大を防ぎながら地域で求められる医療を提供するための診療体制確保等に要する費用が
幅広く補助の対象経費
　ただし、「従前から勤務している者及び通常の医療の提供を行う者に係る人件費」や
「大規模な工事（修繕に含まれないと捉えられる工事）」は対象外
・ 賃金・報酬：感染防止対策を実施する者を新規に雇用した際の賃金 等
・ 謝金：感染拡大防止の勉強会を実施するための講師謝金 等
・ 会議費：感染拡大防止の勉強会のための会場費 等
・ 旅費：感染拡大防止研修のための医師派遣にかかる旅費 等
・ 需用費：消耗品費（マスクや消毒用アルコール、防護具の代わりに使用できるよう
な水中ゴーグルやビニールのカッパ、掃除器具交換費用） 等

・ 役務費：職員の感染に係る保険料、テレビ電話システムやオンライン診療システム、
ネットでの受付予約システムなどの通信料 等
・ 委託料： 空調の掃除、清掃、抗菌処理、医療廃棄物の処理費用、消毒作業費 等
・使用料及び賃借料：寝具、自動精算機、役務費であげたシステムがリースの場合 等
・ 備品購入費：扇風機、エアコン、空気清浄機、リモート会議用に購入したPC、サー
モカメラ、体温計など医療機器、役務費であげたシステムのハード、受付のアクリ
ル板 等

事業費⽤

従前から勤務している者及び通常の医療の提供を⾏う者に係る⼈件費は、本事業の

績報告において対象とならない経費が含まれていた場合など、概算で交付した額が交付すべき確定額を上回るときは、その上回る額を返還していただくこととなります。

　ここで紹介している申請書等は、支援金の医療分のみ
です。支援金（介護）、慰労金（医療・介護）の申請書は別
になります。それぞれの申請書は京都府ホームページか
ら入手いただけます。紙媒体の場合は、京都府慰労金・
支援金事務センターへご請求下さい。

インターネット上でダウンロードした申請書
の場合は、事業実施計画書に必要事項を入力
すると様式１、３に自動的に転記されます。

●インターネットなどで書式が取れない場合
　切手を貼付した返信用封筒を（定型のもので住所・
宛先を記載）を同封の上、京都府慰労金・支援金事
務センターあてに郵送すれば、申請書が送付されま
す。資料種別ごとに貼付切手額が変わりますので、
詳細は京都府ホームページでご確認下さい。

【京都府慰労金・支援金事務センターの宛先】
〒604-8799 
中京郵便局留京都府慰労金・支援金事務センター宛
申請書の提出先ではありませんのでご注意下さい。

2 0 2 0 年 (令和 2年) 9 月 2 5 日第 3 0 8 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 8 )毎月10日･25日発行
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